トレードルール_2018/8/20更新

エントリー条件



　１．ダウ＆MACD
　　※グランビル（ルール２）ばかりに気を取られて見落とさないよう注意！
　　・日足／4H足ともにエントリー方向のダウトレンド成立。ダウは、「中指（5本指）」が形成されていることが条件。
・日足／4H足ともにエントリー方向にMACDがGC/DCしてる。

　２．4時間足グランビル
（※）
　　★4時間足の10MA、20MA、60MA（＝日足10MA）、120MA（＝日足20MA）に適用。
　　★MAに当たって反転、直近の高値／安値越えでエントリー。

　　★ローソク足の本体（始値／終値）が、MAの反対側に完全に抜けてから戻ってきたものは無視。
　　★傾きのあるMAの上／下でレンジ形成⇒MAに当たってレンジの高値／安値越えでのエントリー、もあり。

※MAでの反転＆ダウ（直近高値越え、安値割れ）でエントリー。MACDは無視。

※「ダウ」は、5本指ではなく3本指でOK。
　　※エントリー点の先に下位MAがいる場合は、抜けた先にエントリー点を移動。

　４．4時間足DCP

　　★見落としやすいので要注意。

　　★ダイバージェンスの例外パターン（後出）に要注意。
　５．4時間足エッセンシャルFXルール（反転）

　　　※グランビル（ルール２）ばかりに気を取られて見落とさないよう注意！
　６．4時間足エッセンシャルFXルール（継続）




　
　※エントリーできるタイミングの速さ（目安）


4時間足DCP　＞　エッセンシャルFXルール、グランビル　＞　ダウ＆MACD

　※画像サンプルは、検証Excelファイルを参照。
損切点＆逃げ決済のルール



　①4時間足のダウ崩れの1つ先の直近高値／安値
。
DCP（ルール４）の場合は、直近の高値／安値ではなく、その1つ先の直近高値／安値とする。

ただし、下記②の概ね２倍以上の距離であることが条件。近すぎる場合はもう１つ先に設定する。


　　⇒そこまで逆行しても、損切額が「５％以下」となるようロット数を設定。


　②「4時間足でのダウ崩れ⇒4時間足／1時間足で逆方向のチャートパターンのエントリー条件成立」で損切。
　③上記①の手前に4時間足20MAかS/Rがある場合は、それを逆方向に突破するまでは損切しない。
　④逆方向のエントリー条件が成立したら、その時点で必ず決済。
　⑤4時間足／1時間足で逆方向チャートパターン成立し、4時間足ダウが崩れたら即決済。
　※上記以外の条件では逃げないこと。（例：1時間足のみでのダウ崩れ、4時間足MACDが逆方向にGC/DC）

T/P（利食い）



　・最低限、上記②での損切幅より大きいことが条件。⇒原則、ここをT/Pとする。
　・余裕がある時は利益を伸ばすのを狙う。ただし、直近の値動きがレンジ相場の場合は、必ず上記T/Pで決済すること。
　※エントリー後、1週間～時には1,2ヶ月程度のレンジ変動が続く場合がある。


⇒同時に持つポジション数が増えることが考えられるので、口座維持率に要注意。
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フィルタ条件
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　⑥直近の値動きがレンジ相場で、そのレンジの上限／下限の手前にいる場合（※）

　　⇒上限／下限に向かう方向のトレードは禁止。
　　（※）レンジの上限／下限が、T/Pルールの最低限値幅より手前にある。

　⑦同一トレンド（※）の中でグランビルのエントリー条件が連続して成立した場合
　　（※）４時間足MACD基準で判断。一度MACDが逆方向にGC/DCしたら、トレンド終了と見なす。
　　⇒3回目まで（AUDUSDのみ2回目まで）エントリーOK。それ以降のグランビルではエントリー禁止。

（※）「グランビル」の形
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（※）ダイバージェンスの例外パターン
★②を見落とさないように注意！
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チャートパターン
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（※）ファーストストライク（FS）の形

　１．反転の場合




ブレイクの場合




①日足／4時間足でダイバージェンスが発生しているか？





YES





エントリー禁止





NO





②4時間足で逆方向のチャートパターンが出来上がっているか？





YES





エントリー禁止





NO





③上記チャートパターンが、あと山／谷１つで出来上がるか？





YES





NO





④日足S/R付近（※）か？


（※）＝同S/Rの手前、または、抜けているが４時間足ダウでの高値／安値がまだ同S/Rから離れていない。





④日足S/R付近（※）か？





YES





NO





エントリー禁止





YES





⑤1時間足でダイバージェンス発生しているか？





NO





YES





⑥⑦へ





NO





エントリー禁止





⑥⑦へ





②MACDの山／谷の間に、切り下げた別の高値／安値がある時も、ダイバージェンスと見なさない。








①MACDの山／谷の間でゼロラインを割った時は、ダイバージェンスと見なさない。








★S/Rを一度ブレイクして手前に戻って来てからのファーストタッチ





※PB／EBの前のローソク足は、S/Rから離れているのが望ましいが、エントリー方向に抜けていれば離れていなくても良い。








★S/Rをブレイクして戻って来てからのファーストタッチ（戻らずそのまま抜けてしまうことは少ない）





※PB／EBの前のローソク足は、S/Rから離れているのが望ましいが、エントリー方向に抜けていれば離れていなくても良い。











